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2019 年（令和元年）度
事業研修会計画税務署からのお知らせ

3

税金○×クイズと映画鑑賞

簿記研修会閉講式

チャリティゴルフ大会

支部研修会

女性部会秋季研修会

青年部会野外研修会

源泉部会野外研修会

2019年（令和元年）度 事業研修会計画（予定）
本 部 事 業

総会 6月5日（水） 勤労福祉会館
税金〇×クイズと映画鑑賞 8月20日（火） 大泉学園ゆめりあホール

健康セミナー 9月19日（木） 勤労福祉会館
役員合同研修会 9月26日（木） 勤労福祉会館
税務合同研修会 10月29日（火） 関区民ホール

税制税務委員会研修会 11月22日（金） 勤労福祉会館
賀詞交歓会 2020年1月22日（水） ホテルカデンツァ光が丘

企業経営セミナー 2020年3月中旬 法人会　会議室

同 好 会
地域交流チャリティゴルフ大会 10月11日（金）美里ロイヤルゴルフクラブ

協 賛 事 業
簿記講座 (日商３級)（計６回終了） ４月6日（土）～５月25日（土） 法人会 会議室(2020年も同時期）

年末調整説明会
11月6日 （水） 関区民ホール（午前・午後）
11月8日 （金） 大泉学園ゆめりあホール（午前・午後）

支 部 事 業
1・2・５支部　合同研修会 7月5日（金） 石神井交流センター
３支部　研修会 5月28日（火） きらぼし銀行  上石神井北支店
４支部　研修会 7月3日（水） 東京信用金庫  武蔵関支店
６支部　研修会 9月13日（金） 西武信用金庫  大泉支店
７支部　研修会 2020年2月6日（木） 大泉地域集会所

女 性 部 会 事 業
野外研修会 予定なし
秋季研修会 10月16日（水） 勤労福祉会館

絵はがきコンクール  表彰式 2020年1月29日（水） 勤労福祉会館

青 年 部 会 事 業
野外研修会 7月7日（日） 未定
秋季研修会 9月18日（水） OZバンケットホール
献血大会 11月11日（月） 練馬西税務署  駐車場内
租税教室 11月～ 2020年2月 練馬西税務署管内  小学校

源 泉 部 会 事 業
野外研修会 5月29日（水） 茨城県　牛久
第１回研修会 開講式 6月14日（金） 練馬西税務署
第2回研修会 税制税務委員会共催 8月21日（水） 勤労福祉会館
第3回研修会 9月27日（金） 練馬西税務署
第4回研修会 年末調整説明 11月1日（金） 練馬西税務署
第5回研修会 12月11日（水） 練馬西税務署
第6回研修会 閉講式 2020年2月5日（水） 勤労福祉会館

平成31年度税務職員募集

練馬西税務署からのお知らせ

税務職員は、国税局や税務署において、税務のスペシャリストとして法律・経済・会計等の専
門知識を駆使して適正な課税を維持し、また、租税収入を確保するための事務を行います。

適正・公平な課税の実現を、我々と一緒に
目指してみませんか。

◇受験資格 ⑴ 平成31年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日
の翌日から起算して３年を経過していない者及び令和2年３月まで
に高等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者

 ⑵ 人事院が上記⑴に掲げる者に準ずると認める者

◇申込手続 ⑴ 申込方法
  インターネット申込み
  人事院ホームページ上の申込専用アドレスを御利用ください。
  ［ http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html ］
 ⑵ 受付期間
  令和元年６月17日（月）９時 ～令和元年６月26日（水）[受信有効]
 ⑶ 受験案内交付期間
  令和元年５月７日（火）～令和元年６月26日（水）９時～17時（土曜日

及び日曜日を除く。）
 ⑷ 受験案内交付場所
  東京国税局又は最寄りの税務署若しくは人事院各地方事務局（所）
　　   （注）人事院ホームページからもダウンロードすることができます。
　　　　　　　　  ［ http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm ］

◇試 験 日 第１次試験 令和元年９月１日（日）
　　　　　 第２次試験 令和元年10月９日（水）～令和元年10月18日（金）
  のうち指定された日時

Ｐｒｉｄｅ of the ＳｐｅｃｉａｌｉｓｔＰｒｉｄｅ of the Ｓｐｅｃｉａｌｉｓｔ
～公平な世の中を創る、志～～公平な世の中を創る、志～

 

（注）詳細については、お気軽に東京国税局人事第二課試験係
　　（電話（03）3542-2111 内線2163）までお尋ねください。
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平成31年度版 税制改正のあらまし 平成31年度版 税制改正のあらまし

⑴
中
小
企
業
者
等
の
法
人
税
の

 

軽
減
税
率
の
特
例
の
延
長

　

中
小
企
業
者
等
の
法
人
税

率（
年
8
0
0
万
円
以
下
の
所

得
金
額
）に
つ
い
て
、
19
％
を

15
％
に
軽
減
す
る
特
例
の
適

用
期
限
が
2
年
間
延
長
さ
れ

ま
す
。

Ⅲ

Ⅱ Ⅰ 平
成
31
年
度
版

税
制
改
正
の

あ
ら
ま
し

法
人
税
関
係

所
得
税
関
係

相
続
税
・
贈
与
税
関
係

1
中
小
企
業
の
支
援

２ 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
の
た
め
の

　

研
究
開
発
税
制
の
見
直
し

■中小企業者等の法人税の軽減税率の特例の概要

■中小企業投資促進税制の概要

■災害に対する事前対策の対象設備

（注） 中古品、貸付の用に供する設備は
　　 対象外です。

適
用
時
期

適
用
時
期

適
用
時
期

適
用
時
期

適
用
時
期

適
用
時
期

適
用
時
期

適
用
時
期

　

質
の
高
い
研
究
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
研
究
開

発
投
資
を
増
加
さ
せ
た
場
合
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
強

化
す
る
観
点
か
ら
、
以
下
の
よ
う
に
研
究
開
発
税
制
が

見
直
さ
れ
ま
す
。

⑴ 

特
別
試
験
研
究
費
に
係
る
税
額
控
除
制
度

　

 

（
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
）

　

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
に
つ
い
て
、
対
象
範
囲

に
民
間
企
業（
研
究
開
発
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
含
む
）へ
の
一

定
の
委
託
研
究
が
追
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、
控
除
税
額

の
上
限
が
法
人
税
額
の
10
%（
現
行
：
5
%
）に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

⑵ 

試
験
研
究
費
の
総
額
に
係
る
税
額
控
除
制
度

　

 

（
総
額
型
）

　

総
額
型
に
つ
い
て
、税
額
控
除
率
が
見
直
さ
れ
た
上
、

⑷ 

中
小
企
業
に
お
け
る
災
害
に
対
す
る
事
前
対
策
の

 

た
め
の
設
備
投
資
に
係
る
税
制
上
の
措
置

　

中
小
企
業
の
事
業
活
動
に
災
害
が
与
え
る
影
響
を

踏
ま
え
、
事
前
対
策
の
取
組
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、

⑵ 

中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
延
長

　

中
小
企
業
者
等
が
機
械
装
置
等
の
対
象
設
備
を
取

得
等
し
た
場
合
に
適
用
で
き
る
中
小
企
業
投
資
促
進

税
制
が
、
2
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

⑶ 

中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
の
延
長

　

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
の
経
営
力
向
上
計
画
の

認
定
を
受
け
た
一
定
の
中
小
企
業
者
等
が
、
特
定
経
営

力
向
上
設
備
等
を
取
得
し
、
指
定
事
業
の
用
に
供
し
た

場
合
に
、
即
時
償
却
又
は
税
額
控
除（
10
％
）が
適
用
で

き
る
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
に
つ
い
て
、
働
き
方
改

革
に
資
す
る
設
備
も
適
用
対
象
と
し
た
上
で
、
適
用
期

限
が
2
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
33（
2
0
2
1
）年
3

月
31
日
ま
で
適
用
期
限
が
延

長
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
33（
2
0
2
1
）年
3
月
31
日
ま
で
適
用
期
限
が
延

長
さ
れ
ま
す
。

　

改
正
中
小
企
業
等
経
営
強

化
法
の
施
行
の
日
か
ら
平
成

33（
2
0
2
1
）年
3
月
31
日

ま
で
の
間
に
特
定
事
業
継
続

力
強
化
設
備
等
の
取
得
等
を

し
て
、
事
業
の
用
に
供
し
た

場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
33（
2
0
2
1
）年
3
月
31
日
ま
で
適
用
期
限
が
延

長
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
31
年
4
月
1
日
以
後
開
始
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
31
年
4
月
1
日
以
後
に
行
う
被
相
続
人
居
住
用
家

屋
又
は
被
相
続
人
居
住
用
家
屋
の
敷
地
等
の
譲
渡
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
31（
2
0
1
9
）年
6
月
1
日
以
後
に
支
出
さ
れ
た

寄
附
金
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

本則税率 特例の
税率

中小法人
（資本金1 億円
 以下の法人）

所得金額が
年800万円超 23.2％ −

所得金額が
年800万円以下 19％ 15％

対
象
設
備

・機械装置（1台160 万円以上）
・測定工具及び検査工具（1台120 万円

以上又はその事業年度で1台 30 万円
以上かつ複数合計120 万円以上）

・一定のソフトウェア（一の取得価額が 70
万円以上又はその事業年度の複数合計
70 万円以上）

・貨物自動車（車両総重量 3.5トン以上）
・内航船舶（取得価格の 75％が対象）

税
制
措
置

・個人事業主、資本金 3000 万円以下の
中小企業 30％特別償却又は 7％税額
控除の選択適用

・資本金 3000 万円超の中小企業 30％
特別償却

機械装置 1台又は１基の取得価額が100 万円以上のもの

器具備品 1台又は１基の取得価額が 30 万円以上のもの

建物附属設備 一の取得価額が 60 万円以上のもの

研
究
開
発
を
行
う
一
定
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
控
除
税

額
の
上
限
が
法
人
税
額
の
40
%（
現
行
：
25
%
）に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

⑶ 

中
小
企
業
技
術
基
盤
強
化
税
制

　

中
小
企
業
技
術
基
盤
強
化
税
制
に
つ
い
て
、
税
額
控

除
率
が
見
直
さ
れ
た
上
、
試
験
研
究
費
が
高
い
水
準
の

中
小
企
業
者
等
に
は
、
そ
の
控
除
率
を
割
り
増
す
措
置

が
講
じ
ら
れ
、
適
用
期
限
が
2
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

⑷ 

試
験
研
究
費
の
額
が
増
加
し
た
場
合
等
の

 

税
額
控
除
制
度(

高
水
準
型)

　

高
水
準
型
に
つ
い
て
は
、
総
額
型
に
お
い
て
、
試
験

研
究
費
が
高
い
水
準
の
企
業
に
対
す
る
控
除
率
の
割
増

し
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
廃
止
さ
れ
ま
す
。

1
空
き
家
に
係
る
譲
渡
所
得
の

	

特
別
控
除
の
特
例
の
拡
充

1
個
人
事
業
者
の
事
業
承
継
税
制
の
創
設

2
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
見
直
し

　

空
き
家
に
係
る
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
の
特
例
は
、

相
続
か
ら
3
年
を
経
過
す
る
年
の
12
月
31
日
ま
で
に
、

被
相
続
人
の
居
住
の
用
に
供
し
て
い
た
家
屋
を
相
続
し

た
相
続
人
が
、
そ
の
家
屋（
一
定
の
耐
震
基
準
を
満
た

し
た
も
の
）や
敷
地
な
ど
を
譲
渡
し
た
場
合
、
譲
渡
所

得
か
ら
最
大
3,
0
0
0
万
円
を
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
の
入
所
で
被
相
続

人
の
家
屋
が
空
き
家
に
な
っ
た
場
合
、
同
特
例
を
適
用

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
正
案
で
は
、
次
の
一
定
の

　

個
人
事
業
者
の
円
滑
な
事
業
承
継
を
促
す
観
点
か

ら
、
個
人
事
業
者
の
事
業
承
継
税
制
が
10
年
間
の
時
限

措
置
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
用
の
宅
地
、
建
物
、
そ
の
他
一
定
の
減
価
償

却
資
産
に
つ
い
て
、
適
用
対
象
部
分
の
課
税
価
格
の

1
0
0
％
に
対
応
す
る
相
続
税
額
・
贈
与
税
額
の
納
税

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
既
存
の
特
定
事
業
用
の
小
規
模
宅
地
等
の
特

例
と
の
選
択
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
自
分
の
選
ん
だ
自
治
体
に

寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
行
っ
た
場
合
、
寄
附
額
の
う

ち
2,
0
0
0
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
所
得
税

と
住
民
税
か
ら
原
則
と
し
て
全
額
が
控
除
さ
れ
る
制
度

で
す
（
一
定
の
上
限
あ
り
）。

　

改
正
案
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
取
組
を
応
援
す
る
と
い

う
制
度
の
趣
旨
に
沿
わ
な
い
、
過
熱
す
る
返
礼
品
競
争

を
抑
制
す
る
観
点
か
ら
、
次
の
要
件
に
適
合
す
る
自
治

体
を
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
対
象
と
し
て
総
務
大
臣
が

指
定
す
る
よ
う
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

① 

寄
附
金
の
募
集
を
適
正
に
実
施
す
る
都
道
府
県
等

② 

返
礼
品
は
、
返
礼
割
合
が
３
割
以
下
で
地
場
産
品

要
件
を
満
た
せ
ば
、
相
続
開
始
直
前
に
お
い
て
被
相
続

人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
適
用
対

象
と
し
た
上
で
、そ
の
適
用
期
限
が
平
成
35（
2
0
2
3
）

年
12
月
31
日
ま
で
4
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

①
被
相
続
人
が
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
認

定
等
を
受
け
、
か
つ
、
相
続
開
始
直
前
ま
で
老
人

ホ
ー
ム
等
に
入
所
し
て
い
た
こ
と

②
被
相
続
人
が
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
し
た
時
か
ら
相

続
開
始
直
前
ま
で
、被
相
続
人
に
よ
る
一
定
の
使
用

が
な
さ
れ
、か
つ
、事
業
の
用
、
貸
付
け
の
用
、
被
相

続
人
以
外
が
居
住
の
用
に
供
し
て
い
な
い
こ
と

■個人事業者の事業承継税制の概要

対象資産

・被相続人の特定事業用資産（不動産
貸付事業等を除く）宅地（面積 400
㎡まで）、建物（床面積 800㎡まで）
及び建物以外の一定の減価償却資産
で青色申告書に添付される貸借対照
表に計上されているもの

納税猶予額 ・特定事業用資産の課税価格の100％

相続人の要件
（認定相続人）

・承継計画に記載された後継者で、経
営承継円滑化法の認定を受けた者

承継計画
・平 成 31 年 4 月 1 日 か ら 平 成 36
（2024）年 3 月 31日までの間に都
道府県に提出

継続届出書 ・税務署長に相続税の申告期限から 3
年毎に提出

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
の

改
正
を
前
提
と
す
る
事
業
継

続
力
強
化
計
画（
仮
称
）の
認

定
を
受
け
た
一
定
の
中
小
企

業
者
が
防
災
・
減
災
設
備
を

取
得
等
を
し
た
場
合
に
、

20
％
の
特
別
償
却
が
で
き
る

措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
31
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
40（
2
0
2
8
）年
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
相
続
又
は
贈
与
に
よ
り
取
得
す
る
財
産

に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
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平成31年度版 税制改正のあらまし
都税事務所からのお知らせ
税理士会ニュース

都税の証明書等の郵送請求は「都税証明郵送受付センター」宛にお願いします

　東京都では、郵送による都税の証明書等の発行業務を「都税証明郵送受付センター」で集中して行うこと
となりました。都税の証明書等を郵送にてご申請される場合は、以下の宛先にお送りください。

※1 土地1筆又は家屋1棟ごとに、それぞれ1件と数えます。
※2 1回の申請で同一種類の証明を2件以上申請された場合、2件目以降1件につき100円となります（た

だし、同一の所有者で、かつ資産の所在が同じ区内のものを申請された場合に限ります。）。
※3 同一税目についての数年度分の証明は1件となります。固定資産税・都市計画税は、あわせて1税目と

数えます。また、法人の事業税・地方法人特別税、法人の都民税は2税目と数えます。
※4 運輸支局等において電子的に納税確認が可能となったため、車検時に納税証明書の提示が省略でき

るようになっています（納付後最大10日程度かかります。）。

　上記以外の証明・閲覧、公用照会（固定資産評価証明書交付依頼書による申請を含む。）などは、都税
証明郵送受付センターではお取扱いできませんので、所管の都税事務所・支所（納税証明書のみ取扱い）
に申請をお願いします。
　お届けまでに概ね１週間程度かかりますので、あらかじめご了承ください。

詳しくは、主税局ホームページを
ご覧ください。

●都税証明郵送受付センターで取り扱う証明書等とその手数料●
証明書等の種類 証明書等の種類

〒１１２－８７８７　
東京都文京区春日１－１６－２１ 都税証明郵送受付センター

郵　送
請求先

都税事務所からのお知らせ

都税証明郵送

２３区内の固定資産（土地・家屋）
評価証明書・関係証明書・物件証明書

都税の納税証明書

自動車税納税証明書（継続検査等用）※4

２３区内の土地・家屋課税台帳

２３区内の土地・家屋名寄帳

１件　４００円　 ※1
２件目以降１件１００円　※2

1件1税目につき４００円 ※3

無　料

区ごと、種類ごとに３００円

区ごと、所有者ごとに３００円

※賛は賛助会員です。

税
理
士
会
ニ
ュ
ー
ス

　

今
回
は
、
前
回
の
消
費
税
の
概
要
に
続
き
、
軽
減

税
率
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

軽
減
税
率
は
飲
食
料
品
の
譲
渡
と
週
二
回
以
上
発

行
さ
れ
る
定
期
購
読
の
新
聞
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

特
に
飲
食
料
品
に
関
し
て
は
細
か
く
分
類
さ
れ
て
い

る
の
で
消
費
税
を
正
確
に
計
上
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
税
率
を
適
用
す
べ
き
か
は
取
引
を
行
う

タ
イ
ミ
ン
グ
で
判
断
し
ま
す
。
例
を
挙
げ
ま
す
と
肉

や
魚
を
仕
入
れ
た
と
き
は
飲
食
料
品
と
な
る
の
で
軽

減
税
率
八
％
で
計
上
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
加
工
し

対
象
品
目
外
の
商
品
と
し
て
販
売
し
た
と
き
は
標
準

税
率
十
％
で
計
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
品
目
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
ま
す
と
、
軽
減

税
率
の
対
象
と
な
る
飲
食
料
品
は
、「
食
品
表
示
法
に

規
定
す
る
食
品
」
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
酒
税
法
に

規
定
す
る
酒
類
は
除
き
ま
す
。
外
食
や
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
等（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
で
行
う
飲
食
料
品
の
提

供
は
対
象
）は
軽
減
税
率
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
ま
け
の
付
い
た
お
菓
子
な
ど
食
品
と
食

品
以
外
の
資
産
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
一
定
の
要
件（
税
抜
価
格
が
一
万
円
以
下
か
つ
食

品
の
価
格
が
三
分
の
二
以
上
）
を
満
た
す
場
合
の
み

が
対
象
と
な
る
な
ど
細
か
く
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

酒
税
法
に
規
定
す
る
酒
類（
ア
ル
コ
ー
ル
分
一
度
以

上
の
飲
料
）
や「
医
療
品
」「
医
療
部
外
品
」「
再
生
医

療
等
製
品
」は
軽
減
税
率
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

飲
食
店
が
食
事
を
行
う
た
め
の
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル

な
ど
飲
食
を
行
う
た
め
の
設
備
を
提
供
し
、
そ
の
場

所
で
食
事
を
行
う
場
合
は
外
食
扱
い
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
食
料
品
を
提
供
す
る
事

業
者
と
飲
食
設
備
を
管
理
す
る

者
が
異
な
る
場
合
で
も
、
そ
の

設
備
を
利
用
し
て
飲
食
す
る
場

合
は
外
食
同
様
、
軽
減
税
率
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

渡辺浩章 広報部長

　

平
成
31
年
4
月
1
日
以
後
に
相
続
等
に
よ
り
取
得
す
る

財
産
に
係
る
相
続
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

同
日
前
か
ら
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
宅
地
等
に
つ
い

て
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

①
の
改
正
は
、
平
成
34（
2
0
2
2
）年
4
月
1
日
以
後

に
贈
与
に
よ
り
取
得
す
る
財
産
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
②
、
③
の
適
用
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
時
点（
平

成
31
年
2
月
7
日
現
在
）で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
今
後
の
動
向
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成
33（
2
0
2
1
）年
3
月
31
日
ま
で
適
用
期
限
が
延

長
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
受
贈
者
の
所
得
要
件
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
4
月
1
日
以
後
の
贈
与
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
33（
2
0
2
1
）年
3
月
31
日
ま
で
適
用
期
限
が
延

長
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
①
の
改
正
は
平
成
31
年
4
月
1
日

以
後
の
贈
与
か
ら
、
②
の
改
正
は
平
成
31
（
2
0
1
9
）

年
7
月
1
日
以
後
に
支
払
わ
れ
る
教
育
資
金
か
ら
、
③
の

改
正
は
平
成
31（
2
0
1
9
）年
7
月
1
日
以
後
に
受
贈
者

が
30
歳
に
達
す
る
場
合
か
ら
、
④
の
改
正
は
平
成
31
年
4

月
1
日
以
後
に
贈
与
者
が
死
亡
し
た
場
合
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

２
特
定
事
業
用
の
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
の

	

見
直
し

　

特
定
事
業
用
の
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
は
、
被
相
続

人
等
の
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
宅
地（
4
0
0
㎡

ま
で
）に
つ
い
て
、
相
続
税
の
課
税
価
格
を
80
％
減
額

す
る
特
例
で
す
。

　

改
正
案
で
は
、
い
き
す
ぎ
た
節
税
を
目
的
と
し
た
利

用
を
防
止
す
る
た
め
、
本
特
例
に
つ
い
て
、
相
続
開
始

前
3
年
以
内
に
事
業
の
用
に
供
さ
れ
た
宅
地
等（
当
該

宅
地
等
の
上
で
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
減
価
償
却

資
産
の
価
額
が
、
当
該
宅
地
等
の
相
続
時
の
価
額
の

15
％
以
上
で
あ
る
場
合
を
除
く
）に
つ
い
て
は
、
そ
の

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

3
非
上
場
株
式
等
に
係
る

	

相
続
税
・
贈
与
税
の
納
税
猶
予
の
見
直
し

4
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
非
課
税
措
置
の	

	

見
直
し

5
結
婚
・
子
育
て
資
金
の

	

一
括
贈
与
非
課
税
措
置
の
見
直
し

　

非
上
場
株
式
等
に
係
る
相
続
税
・
贈
与
税
の
納
税

猶
予
制
度
に
つ
い
て
、
以
下
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

①
贈
与
税
の
納
税
猶
予
に
お
け
る
受
贈
者
の
年
齢
要
件

が
18
歳
以
上（
現
行
：
20
歳
以
上
＊
）に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

②
一
定
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
認
定
承
継
会
社
等

が
資
産
保
有
型
会
社
・
資
産
運
用
型
会
社
に
該
当
し

た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
該
当
し
た
日
か
ら
6
ヵ
月

以
内
に
そ
の
状
態
が
解
消
さ
れ
た
と
き
は
、
納
税
猶

予
の
取
消
事
由
に
該
当
し
な
い
も
の
と
さ
れ
ま
す
。

③
非
上
場
株
式
等
の
贈
与
者
が
死
亡
し
た
場
合
の
相

続
税
の
納
税
猶
予
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、

　

教
育
資
金
の
一
括

贈
与
非
課
税
措
置

は
、
親
や
祖
父
母

（
贈
与
者
）
が
金
融

機
関
に
子
や
孫（
受

贈
者
：
0
～
30
歳
未

満
）名
義
の
口
座
等

を
開
設
し
、
教
育
資

金
を
拠
出
し
た
場

合
、
受
贈
者
ご
と

に
1,
5
0
0
万
円

が
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
非
課
税
措
置

に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
に
見
直
さ
れ
た

上
で
、
適
用
期
限
が

2
年
間
延
長
さ
れ

ま
す
。

　

結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一
括
贈
与
非
課
税
措
置
は
、

親
や
祖
父
母（
贈
与
者
）が
金
融
機
関
に
子
や
孫（
受
贈

者
：
20
～
50
歳
未
満
）名
義
の
口
座
等
を
開
設
し
、
結

婚
・
子
育
て
資
金
を
拠
出
し
た
場
合
、
受
贈
者
ご
と
に

1,
0
0
0
万
円（
結
婚
関
係
費
用
は
3
0
0
万
円
）が

非
課
税
と
な
り
ま
す
。

　

改
正
案
で
は
、
こ
の
非
課
税
措
置
に
つ
い
て
、
受
贈

者
の
所
得
要
件（
1,
0
0
0
万
円
以
下
）が
設
け
ら
れ

た
上
で
、
適
用
期
限
が
2
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

贈
与
税
の
納
税
猶
予
の
免
除
届
出
の
添
付
資
料
が

不
要
と
な
る
等
の
手
続
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

＊「 

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
平
成
30
年
6
月
に
公
布

さ
れ
、
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
税
制
上
の
年
齢
要
件
に
つ
い
て
も
見
直
さ
れ
ま
す
。

■教育資金の一括贈与非課税措置の見直し
現行 改正案

①受贈者の
　所得要件 なし 合計所得金額1,000 万円以下

②教育資金 
　の範囲

年齢を問わず、一律に
使途の範囲を設定

23 歳以上は学校等に支払われる費用等に限
定

③教育資金
　契約の終了
　事由

30歳到達時 30歳到達時に在学している受贈者は、在学期
間終了時又は 40歳到達時のいずれか早い日

④贈与者が
　死亡した
　時点の残高

相続財産に
加算されない

贈与者の相続開始前 3 年以内の贈与について
は、㋑ 23歳未満の場合、㋺ 学校等に在学して
いる場合、㋩ 教育訓練を受けている場合を除き、
相続財産に加算される

適
用
時
期

適
用
時
期

適
用
時
期

適
用
時
期



89 練馬西法人会情報誌  第114号　春号練馬西法人会情報誌  第114号　春号

社長さんこんにちは 社長さんこんにちは

地
域
の
皆
様
へ
安
眠
の
お
手
伝
い

　

西
大
泉
の
こ
の
地
に
根
を
生
や
し
一
〇
〇
年
以

上
の
間
皆
様
か
ら
可
愛
が
っ
て
頂
け
て
い
る
こ
と

に
深
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。屋
号
は“
足
袋
屋
”

昔
は
足
袋
の
製
造
販
売
か
ら
始
ま
り
、
洋
品
、
そ

し
て
四
代
目
の
私
は
主
に
布
団
を
専
門
に
取
り

扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　

世
の
中
も
い
ろ
い
ろ

変
化
し
て
い
ま
す
。
布

団
も
様
々
な
素
材
が
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
時
代
の

流
れ
な
の
か
若
い
方
の

中
に
は「
布
団
の
打
ち
直

し
」
と
い
う
言
葉
を
知

ら
な
い
人
も
い
ま
す
。

「
布
団
の
打
ち
直
し
」
と

い
う
の
は
、
古
い
綿
を

ほ
ぐ
し
な
が
ら
温
風
を
当
て
ア
レ
ル
ギ
ー
源
で
あ

る
ダ
ニ
、
そ
の
死
骸
や
糞
な
ど
を
吹
き
飛
ば
し
生

ま
れ
変
わ
っ
た
綿
を
一
枚
一
枚
新
し
い
生
地
の
中

に
重
ね
新
品
同
様
の
布
団
に
仕
上
げ
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
綿
布
団
の
廃
棄
を
減
ら
す
こ
と
で
、
環

境
へ
の
貢
献
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

当
店
は
打
ち
直
し
を
メ
イ
ン
に
天
然
素
材
の
商

品
、
特
に
綿
に
重
点
を
置
き
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持

つ
方
や
肌
の
弱
い
方
向
け
の
商
品
を
紹
介
し
好
評

を
得
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
よ
り
引
っ
越

し
さ
れ
遠
方
よ
り
打
ち
直
し
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方

も
多
く
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
安
眠
、

快
眠
を
追
及
し
お
客
様
の
様
々
な
要
望
に
も
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
精
一
杯
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
愛
顧
の
程
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ご
自
分
に
合
う
寝
心
地
の
良
い
お
布
団
で
、
ど

う
ぞ
、
ご
ゆ
っ
く
り
、
ぐ
っ
す
り
と
お
や
す
み
く

だ
さ
い
!!

羽
毛
布
団
も
洗
え
ま
す
。

洗
剤「
銀
の
力
」使
用
。

　

二
〇
一
七
年
十
月
二
十
八
日
に
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

長
年
、
父
が
酒
屋
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

時
代
の
流
れ
か
、

徐
々
に
お
客
さ
ん

も
売
り
上
げ
も

減
っ
て
き
た
の
で

思
い
切
っ
て
閉
店

を
決
断
し
ま
し
た
。

そ
の
跡
地
を
利
用

し
て
コ
イ
ン
ラ
ン

ド
リ
ー
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
ど

の
ご
家
庭
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が「
梅
雨
の
時
期
の
部
屋
干
し
」
に

苦
労
し
て
い
て
、
乾
燥
機
も
高
い
し
、
近
く
に
コ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
も
な
い
…
。
だ
っ
た
ら
自
分
で

作
ろ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
今
で
は
、
地
域
の

方
々
に
と
て
も
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。「
近
く
に
な

か
っ
た
か
ら
と
て
も
助
か
っ
て
る
よ
ー
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
。

　

当
時
、
テ
レ
ビ
や
そ
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
で
特
集

が
組
ま
れ
る
ほ
ど「
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
ブ
ー
ム
」

が
あ
り
、
自
分
も
そ
の
波
に
乗
れ
れ
ば
と
思
い
、

情
報
収
集
を
始
め
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
＆
コ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
展
示
会
に
出
向
き
い
ろ
い
ろ
な

業
者
さ
ん
と
お
話
を
し
て
、
ど
う
せ
や
る
な
ら
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
よ
り
も
自
分
で
や
っ
た
方
が
気
楽

で
い
い
と
思
い
、
今
の
業
者
さ
ん
と
話
を
進
め
ま

し
た
。
当
時
は
ブ
ー
ム
も
相
ま
っ
て
機
械
が
な
か

な
か
入
っ
て
こ
な
く
て
、
半
年
待
ち
の
状
態
で
よ

う
や
く
予
定
よ
り
半
年
遅
れ
で
オ
ー
プ
ン
で
き
ま

し
た
。
今
で
は
無
事
一
周
年
も
迎
え
ら
れ
、
地
域

に
愛
さ
れ
る
お
店
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

地
元
応
援
団
　
朝
日
。

　

当
支
店
は
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
に
大
泉
学
園

通
り
の
大
泉
風
致
地
区
に
て「
文
京
信
用
金
庫
大
泉

支
店
」
と
し
て
開
設
。
平
成
十
四
年
一
月
の
合
併
に

よ
り「
朝
日
信
用
金
庫
大
泉
支
店
」
と
名
称
を
変
更

し
ま
し
た
が
、
地
元
の
皆
さ
ま
に
は
変
わ
ら
ぬ
ご

愛
顧
を
い
た
だ
き
、
お
蔭
さ
ま
で
開
設
四
十
六
年

目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

朝
日
信
用
金
庫
で
は「
地
元
応
援
団
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に「
チ
ー
ム
朝
日
」
が
一
丸
と
な
り
、

地
元
の
企
業
さ
ま
や
個
人
の
皆
さ
ま
の
夢
の
実
現

や
発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
企
業

さ
ま
に
対
し
て
は「
事
業
継
承
」
や「
販
路
拡
大
・
売

上
増
加
」、「
経
営
改
善
」
等
の
課
題
に
対
し
て
外
部

専
門
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
ベ
ス
ト
な
解

決
策
を
探
し
て
ま
い
り
ま
す
。
個
人
の
方
々
に
対

し
て
は「
相
続
・
贈
与
」
や「
資
産
運
用
」、「
ロ
ー
ン
」

と
い
っ
た
ご
相
談
に
対
し
、
大
泉
支
店
職
員
や
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
親
身
に
お
応
え
で
き
る
体
制
を
整

え
て
お
り
ま
す
。
個
別
相
談
、
セ
ミ
ナ
ー
等
も
多
数

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
気
軽
に
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
五
日
、
こ
の
た
び「
チ
ー

ム
朝
日
」に
株
式
会
社
サ
ン
リ
オ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
パ
ン
ナ
ピ
ッ
タ
」
が
新
し
く
加
入
し
、
当
金
庫
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
地
元
の
皆
様
を

応
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私

ど
も
朝
日
信
用
金
庫
大
泉
支
店
と
と
も
に
、
地
域

か
ら
真
に
必
要
と
さ
れ
る
金
融
機
関
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

も
の
か
ら
建
物
全
体
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ご
相
談
ま

で
、
よ
り
総
合
的
に
専
門
工
事
業
者
と
し
て
、
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
可
能
な
限
り
提
案
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
で
も
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

親
切
　
丁
寧
を
モ
ッ
ト
ー
に

　

私
は
約
三
十
年
前
、
ガ
ス
屋
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
現
在
の
水
道
・
空
調
を
メ
イ
ン
と
し
た
設
備
屋

に
な
り
、
独
立
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
二
十
五
年

が
経
ち
ま
し
た
。
日
頃
は
ゼ
ネ
コ
ン
の
下
請
け
や
、

店
舗
や
病
院
な
ど
の
大
き
な
設
備
工
事
を
す
る
こ

と
も
多
い
の
で
す
が
、
大
泉
学
園
に
根
を
張
り
、
こ

の
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
様
が
安
心
し
て
毎
日
を

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
水
回
り
、
ガ
ス
、
空
調
な
ど
の

修
理
・
施
工
を
行
っ
た
り
、
小
規
模
な
ら
で
は
の
身

軽
さ
を
利
用
し
て
、
緊
急
時
に
も
す
ぐ
に
対
応
で

き
る
街
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
よ
う
な
設
備
屋
さ

ん
と
し
て
、
い
つ
で
も
頼
っ
て
相
談
し
て
も
ら
え

る
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
設
備
は
生
活
空
間
を
快
適
に
す
る
た
め
の

設
備
で
も
あ
り
ま

す
。
工
事
の
後
に
皆

様
の
生
活
が
よ
り
快

適
に
な
り
、
喜
ん
で

も
ら
え
る
こ
と
が
何

よ
り
も
私
の
仕
事
の

原
動
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

給
排
水
、
空
調
設

備（
エ
ア
コ
ン
・
換
気

扇
）
な
ど
、
普
段
何

気
な
く
使
っ
て
い
る

サンリオのキャラ
ク タ ー「 パ ン ナ
ピッタ」の通帳と
カード

地元応援団のチーム朝日！ 梅雨の季節も安心

う
ち
ぼ
り
し
ん
ぐ

代
表内堀

　
聡

西大泉 2-2-36
電話 03-3924-4040

第 5 支部

A
R
T
設
備

代
表  

秋
永 

賢
一

大泉学園 5-27-2
電話 03-3978-6010

第 6 支部

朝
日
信
用
金
庫
大
泉
支
店

支
店
長

篠
崎 

輝
彦

大泉学園町 6-12-40
電話 03-3921-3211

第 6 支部
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー 
ラ
ン
ド
ロ
ー
マ
ッ
ト
南
大
泉

オ
ー
ナ
ー  

小
林 
清
二

南大泉 5-38-17-1F
メールアドレス
seijiman15@yahoo.co.jp

第 5 支部

打ち直しの布団で快適な睡眠を

※画像はイメージです
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支部・部会・委員会活動報告 支部・部会・委員会活動報告

支部・部会・委員会
活動報告

2019.1.30 〜 2019.4.25　

第 7 回 税に関する「絵はがきコンクール」表彰式簿記研修会 開講式 練馬西税務署へ花鉢寄贈青連協第4ブロック租税教育 としまえん

経営セミナー源泉部会  報告会 6支部 野外研修会

7支部 会員税務研修会税制改正 勉強会

源泉部会 閉講式女性部会 報告会

2支部 バス研修会青年部会  報告会

全法連・東法連に参加してきました全国女性フォーラム

日時  31年1月30（水）
場所  勤労福祉会館
人数  74名

日時  31年4月6日（土）
場所  練馬西法人会事務局 会議室
人数  26名

日時  31年4月24日（水）
場所  OZバンケットホール
人数  45名

日時　31年2月5日（火）
場所　大泉町地域集会所
人数　45名

日時　31年4月15日（月）
場所　練馬西法人会事務局 会議室
人数　16名

日時　31年2月8日（金）
場所　勤労福祉会館
人数　22名

日時　31年4月17日（水）
場所　勤労福祉会館
人数　24名

表彰式に出席した皆さん

本橋副会長

金山部会長

井口副会長

浅井源泉部会長

柄川副署長（右）小松青年部会長（左）

髙橋会長

参加者：左から金山仁子、小島玲子、小松律子

講師 寺本義雄氏

講師　防災課担当職員

練馬西税務署武田総務課長補佐

山下署長（右）髙橋会長（左）

税理士 川名先生

全国女性フォーラム富山大会会場風景

セミナー会場風景

吉田支部長挨拶

浅井源泉部会長の挨拶

昼食風景

餅つき風景 バーベキュー風景

バス研修会
参加の皆さん

練馬西税務署長他幹部の皆様と青年部会員

報告会参加の皆さん

講師の今野不二人氏

新役員の皆さん

新役員の皆さん

日時　31年3月8日（金）
場所　川越方面
人数　45名

日時　31年4月25日（木）
場所　富山産業展示館
人数　3名

◯３１年２月１３日（水）
　全法連税制セミナー

 　　　　５名参加  

◯31年２月25日（月）
　東法連青連協全体連絡会議

青年部　７名参加

◯31年３月４日（月）
　全法連事務局セミナー　

事務局　１名参加

◯31年３月６日（水）
　東法連税制講演会　

 　　　　３名参加

◯31年３月７日（木）
　東法連青連協ボウリング大会

青年部　５名参加

◯31年３月12日（火）
　東法連女連協全体連絡会議

女性部　５名参加

日時　31年4月21日（日）
場所　としまえん
人数　青年部会6名

日時　31年2月14日（木）
場所　練馬西法人会事務局 会議室
人数　16名

日時　31年3月24日（日）
場所　小西造園敷地内
人数　62名

日時　31年4月19日（金）
場所　勤労福祉会館
人数　25名

日時　31年2月15日（金）
場所　練馬西税務署
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編
集
後
記
　

　

四
月
に
入
り
各
企
業
は
、
新
年
度
を
迎
え
て
忙
し
い
時

期
と
な
り
ま
し
た
。

　

好
決
算
を
結
果
と
し
た
大
企
業
。
し
か
し
賃
上
げ
に
は

繋
が
ら
ず
、
デ
フ
レ
脱
却
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
国

と
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
摩
擦
で
、
中
国
の
景
気
の
減
速
に
よ
る

日
本
へ
の
影
響
、
不
安
、
結
果
と
し
て
大
企
業
の
利
益
は
、

内
部
留
保
に
走
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

春
闘
の
回
答
は
ま
ず
ま
ず
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

そ
し
て
五
月
よ
り
新
元
号
が
始
ま
り
「
令
和
」
と
な
り
、
新

し
い
時
代
を
迎
え
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
平
成
を
振
り
返
れ

ば
読
ん
で
字
の
如
く
「
平
ら
成
る
」
時
代
で
は
な
か
っ
た
様

に
思
い
ま
す
。
日
本
及
び
世
界
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
荒
れ

た
時
代
で
あ
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
誰
も
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
行
け
る

事
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
そ
し
て
広
報
委
員
長
と
し
て
メ

ン
バ
ー
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
ご
協
力
頂
い
た
こ
と

を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

広
報
委
員
長　

荒
井　

秋
海

■新設法人説明会
2019年8月29日（木）
2019年11月28日（木）
時間：午後 1 時 30 分～午後 4 時
場所：（公社）練馬西法人会事務局

お 知 ら せ
第
八
回 

通
常
総
会 

開
催
の
ご
案
内

　

会
員
各
位
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
本
会
の
第
八
回
通
常
総
会
及
び
会
員
相
互
の
親
睦
を

深
め
る
た
め
の
懇
談
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ご
多
用
中
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の

う
え
、
ご
出
席
を
賜
り
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
議

案
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
練
馬
西
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

五
月
十
六
日（
木
）頃
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

一
、日
時	

二
〇
一
九
年
六
月
五
日（
水
）午
後
四
時

一
、場
所	

練
馬
区
立
勤
労
福
祉
会
館

	

東
大
泉
五
ー
四
十
ー
三
十
六

	

☎
三
九
二
三
ー
五
五
一
一

一
、
総
会

 

●
議　

案

　

  

① 

二
〇
一
八
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

　

  

② 

二
〇
一
八
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

　

  

③ 

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・
監
事
選
出
の
件

  

●
報
告
事
項

　

  

① 

二
〇
一
九
年
度
事
業
計
画

　

  

② 

二
〇
一
九
年
度
収
支
予
算

一
、
懇
談
会　

午
後
五
時
三
十
分
か
ら（
予
定
）

※
懇
談
会
費　

四
、○
○
○
円
は
、
当
日
徴
収
し
ま
す
。

　

な
お
、
五
月
二
十
九
日（
水
）以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

　

会
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

２０１9年７月生活習慣病検診日程 2019年 決算法人説明会及び新設法人説明会

ま
だ
「
委
任
状
」
未
提
出
の
方
は
急
ぎ
、
ご
投
函
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■決算法人説明会
2019年8月23日（金）
2019年9月24日（火）
2019年10月23日（水）
2019年11月27日（水）
時間：午後 1時 30 分～午後 4 時
会場：練馬西税務署 2 階大会議室

※詳細は、後日案内させていただきます。

公益事業委員会
使用済み切手・インクカートリッジ

収集事業報告
ジョイセフより頂いたお礼状

寄贈品目：日本使用済み切手 6000g
　　　　 使用済みインクカートリッジ 23000g
この度は、ジョイセフの収集ボランティアに
ご協力を賜り、誠にありがとうございます。

日付 2019年7月17日（水）
会場 JA東京あおば大泉支店
日付 2019年7月22日（月）
会場 石神井庁舎
日付 2019年7月24日（水）
会場 JA東京あおば大泉支店
日付 2019年7月25日（木）
会場 石神井庁舎 ※詳細は、後日案内させていただきます。
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表紙の人

●
表
紙
の
人

 　

太
平
観
光
株
式
会
社	

瀬
谷 

美み

か海
さ
ん

練
馬
区
東
大
泉
七
ー
三
十
八
ー
九

Q
毎
日
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
中
で
の
手
応
え
や
楽
し

さ
、
喜
び
を
感
じ
る
瞬
間
に
つ
い
て
。

　

 

ま
た
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
お
気
持
ち
を
も
っ
て
取
り
組

ま
れ
て
き
た
か
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
。

A
旅
行
に
行
き
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
と
来
店
さ
れ
る

お
客
様
に
旅
行
の
ご
提
案
や
手
配
を
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
要
望
に
対
し
て
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
旅
行

作
り
を
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
に
楽
し
さ
、
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
旅
行
が
で
き
た
、
ま
た
お

願
い
ね
、
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
明
日
も
ま
た
頑

張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
繋
が
り
ま
す
。

旅
の
知
識
や
プ
ラ
ン
作
り
、
観
光
地
の
情
報
な
ど
ま
だ

ま
だ
勉
強
中
で
す
。
会
社
と
と
も
に
私
自
身
も
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q
こ
の
職
種
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
な
ど
、
他
の
職
種
で

は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
事
に
つ
い
て
。

	

ま
た
太
平
観
光
に
つ
い
て
。

A
太
平
観
光
で
は
学
校
の
教
育
旅
行
を
中
心
に
年
間

七
千
台
の
バ
ス
を
動
か
し
て
お
り
、
バ
ス
旅
行
に
は
自

信
が
あ
り
ま
す
。
社
員
旅
行
や
研
修
・
送
迎
な
ど
貸
切

バ
ス
の
こ
と
な
ら
全
て
お
任
せ
く
だ
さ
い
。
行
き
先
や

コ
ー
ス
に
つ
い
て
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

手
作
り
の
チ
ラ
シ
や
Ｈ
Ｐ
で
地
元
発
着
の
バ
ス
旅
行「
太

平
ツ
ア
ー
」
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
四
季
を
楽
し
め
る

コ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
一
人
で
も
気
軽
に

楽
し
め
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

Q
仕
事
を
離
れ
た
所
で
の
ご
趣
味
、
息
抜
き
の
方
法
な
ど

A
ハ
イ
キ
ン
グ
や
軽
登
山
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
み

ん
な
で
高
尾
山
に
登
っ
た
り
、

昨
年
は
ず
っ
と
行
き
た
か
っ
た

上
高
地
に
も
行
く
こ
と
が
で
き

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。
今

年
も
い
ろ
ん
な
場
所
に
行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

逆
鱗
と
は
竜
の
胸
に
一
枚
だ
け
逆
さ
に
生
え
て
い
る
と
い
う
鱗う

ろ
こ

の
こ
と
で
、
君
主
の
怒
り
を
譬
え
て
い
う
。
韓か

ん
び
し

非
子
に「
竜
は
や
さ

し
い
動
物
で
、
慣
れ
れ
ば
乗
る
こ
と
も
で
き
る
ほ
ど
だ
が
、
そ
の
喉

の
下
あ
た
り
に
、
直
径
一
尺
ほ
ど
の
逆
さ
に
生
え
た
鱗
が
一
枚
だ
け

あ
り
、
も
し
こ
れ
に
触
れ
る
と
、
竜
は
怒
っ
て
、
そ
の
者
を
つ
き
殺

し
て
し
ま
う
が
、
こ
の
逆
鱗
は
君
主
に
も
あ
る
」
と
書
い
て
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
君
主
の
怒
り
を
譬
え
て
逆
鱗
と
い
い
、
そ
の
怒
り
に
合

う
こ
と
を「
逆
鱗
に
触
れ
る
」と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

世
界
の
流
れ
の
中
で「
ト
ラ
ン
プ
の
逆
鱗
に
触
れ
た
」
の
が
、
金

正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
か
も
知
れ
な
い
。
昨
年
五
月
二
十
四
日
、

予
定
さ
れ
て
い
た
史
上
初
の
米
朝
首
脳
会
談
の「
中
止
」
を
発
表
す

る
も
そ
の
翌
日
、「
六
月
十
二
日
の
開
催
も
あ
り
得
る
」
と
発
言
し

た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
。
北
朝
鮮
は
、「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
脅
し
が

通
用
す
る
人
物
で
は
な
い
」
と
見
た
の
か
異
例
の
反
応
を
示
し
た

こ
と
が
分
か
り
易
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

北
朝
鮮
の
崔

 
チ
ェ
・
ソ
ン
ヒ

善
姫
外
務
次
官
は
二
十
四
日
、
マ
イ
ク
・
ペ
ン
ス

米
副
大
統
領
の
言
動
を「
愚
か
」
と
非
難
し
、「
別
に
会
談
し
な
く

た
っ
て
い
い
」
と
い
う
態
度
。
そ
し
て
、「
核
で
最
終
決
戦
し
た
っ
て

い
い
」と
反
発
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
度
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
激
怒
。「
北
朝
鮮
が
不
誠

実
な
国
」と
の
思
惑
の
中
で
行
わ
れ
た
崔
外
務
次
官
の
発
言
に
、「
あ

な
た
は
自
分
の
核
能
力
の
話
を
し
ま
す
が
、
我
々
の
核
は
あ
ま
り
に

巨
大
で
強
力
な
の
で
、
決
し
て
使
わ
ず
に
済
む
よ
う
私
は
神
に
祈
り

ま
す
。」と
北
を
脅
し
た
。
ま
た「
こ
の
首
脳
会
談
に
つ
い
て
、
も
し
考

え
が
変
わ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
遠
慮
な
く
私
に
電
話
す
る
な
り

手
紙
を
書
く
な
り
し
て
く
だ
さ
い
。」と
逃
げ
道
を
用
意
し
た
。

　

金
正
恩
委
員
長
は「
ア
メ
リ
カ
を
怒
ら
せ
た
」
と
思
い
、「
我
々
は
、

い
つ
で
も
、
い
か
な
る
方
式
で
あ
れ
対
座
し
て
問
題
を
解
決
す
る
用

意
が
あ
る
こ
と
を
米
国
側
に
改
め
て
明
ら
か
に
す
る
。」
と
対
話
姿

勢
に
変
わ
っ
た
。
数
日
前
ま
で
、「
核
に
よ
る
最
終
決
戦
」
を
警
告
し

て
き
た
国
と
は
思
え
な
い
こ
と
が
起
こ
り
、
六
月
十
二
日
に
首
脳
会

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
、一
般
に
、
目
上
の
人
の
気
に
障
わ
っ
て
、
怒
ら
れ
た
と
き

な
ど
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、「
逆
鱗
」
は
き
っ
か
け
に
過

ぎ
ず
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
条
件
が
整
っ
て「
逆
鱗
」
に
触
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
最
近
は
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
言
葉
に

は
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
戒
め
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

【
逆
鱗
に
觸ふ

れ
る
】

故
事
名
言

（2019年4月1日現在）

法律相談 毎月第1金曜日 午後1時〜4時（30分単位）　　　　　　　　　　　  相談員：弁護士

税務相談 1月〜3月 毎週火曜日/4月〜12月 毎月第2火曜日 午後1時〜4時（30分単位） 相談員：税理士
●問い合わせ先 東京商工会議所練馬支部 練馬区練馬1-17-1 Coconeri 4階 区民・産業プラザ内  電話 3994-6521 FAX 3994-6589

※担保・保証人不要（保証協会の保証も不要）
※他に練馬区の利子補給 40％
※利用できる方：従業員 20 名以下
　（商業・サービス業 5 名以下）
※1 年以上事業を行っている方
※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫より事業資金として
　貸し出しされますが、審査の結果、ご希望に添えないことがあります。
　（会員・非会員の方、問わず利用できます）

マル経融資のご案内  〜小規模事業者経営改善資金〜

融資限度額  2,000万円 利率 1.21％
返 済 期 間  運転資金  7年以内
　　　　 　 設備資金10年以内

相談
無料

窓口
専門相談


